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→アイマスクを着用した仲間

を介助する体験。点字ブロッ

ク上を歩き、障害物を回避す

る誘導・声掛けを行いました。 

←アイマスクを着用してボー

ルをトラップ。後方の大人が

「右、もっと右」などと、声

で指示を出しました。 

→ミニゲームを実施。アイマ

スクを着用してサッカーをす

るためには、ボール・周囲の

仲間の声を聴くことに集中す

る必要があります。 


